
【２】新学習指導要領  

 １ 新学習指導要領について                       
 ≪小学校≫ 

（１）平成２０年改訂学習指導要領の成果と課題を踏まえた体育科の目標の在り方      

①平成２０年度改訂学習指導要領の成果と課題について 

     

②課題を踏まえた体育科の改訂の基本的な考え方 

 ア これまでの課題を踏まえ，心と体を一体としてとらえ，生涯にわたって健康を保持増進し，豊 

かなスポーツライフを実現する資質・能力を育成することを重視する観点から，運動や健康に関 

する課題を発見し，その解決を図る主体的・協働的な学習活動を通して，｢知識・技能｣，｢思考力・ 

判断力・表現力等｣，｢学びに向かう力・人間性等｣を育成することを目標として示している。  

 イ 学習過程については，これまでも心と体を一体としてとらえ，自己の運動や健康についての課 

題の解決に向け，積極的・自主的・主体的に学習することや，仲間と対話し協力して課題を解決 

する学習等を重視してきた。これらを引き続き重視するとともに，体育科，保健体育科で育成を 

目指す｢知識・技能」，｢思考力・判断力・表現力等｣，｢学びに向かう力・人間性等｣の資質・能 

力の三つの柱を確実に身に付けるために，その関係性を重視した学習過程を工夫する必要がある。 

 ウ 指導内容については，｢知識・技能｣，｢思考力・判断力・表現力等｣，「学びに向かう力・人間 

性等｣の育成を目指す資質・能力の三つの柱に沿って示すとともに，児童生徒の発達の段階を踏ま 

えて，学習したことを実生活や実社会に生かし，豊かなスポーツライフを継続することができる

よう，小学校，中学校，高等学校を通じて系統性のある指導ができるように示す必要がある。 

 

③改善の具体的事項 

 ア 運動領域においては，運動の楽しさや喜びを味わうための基礎的・基本的な｢知識・技能｣，｢思

考力・判断力・表現力等｣，｢学びに向かう力・人間性等｣の育成を重視する観点から，内容等の改

善を図るとともに，保健領域との一層の関連を図った内容等について改善を図る。 

・ 全ての児童が，楽しく，安心して運動に取り組むことができるようにし，その結果として体 

力の向上につながる指導等の在り方について改善を図る。その際，特に，運動が苦手な児童や 

運動に意欲的でない児童の指導等の在り方について配慮する。 

・ オリンピック・パラリンピックに関する指導の充実については，児童の発達の段階に応じて， 

ルールやマナーを遵守することの大切さをはじめ，スポーツの意義や価値等に触れることがで 

きるよう指導等の在り方について改善を図る。 

イ 体力の向上については，心身ともに成長の著しい時期であることを踏まえ，｢体つくり運動｣の

学習を通して，体を動かす楽しさや心地よさを味わい，様々な基本的な体の動きを身に付けるよ

うにするとともに，健康や体力の状況に応じて体力を高める必要性を認識できるようにする。 

ア 成果 

○運動やスポーツが好きな児童生徒の割合が高まったこと。 

○体力の低下傾向に歯止めが掛かったこと。  

○「する・みる・支える」のスポーツとの多様な関わりの必要性や公正，責任，健康・安全等， 

態度の内容が身に付いていること。 

 ○健康の大切さへの認識や健康・安全に関する基礎的な内容が身に付いていること。 等 

イ 課題 

 ○習得した知識や技能を活用して課題解決すること。 

○学習したことを相手にわかりやすく伝えること。 

 ○運動する子供とそうでない子供の二極化傾向が見られること。 

○体力の低下傾向には歯止めが掛かっているものの，体力水準が高かった昭和６０年頃と比較す

ると，依然として低い傾向が見られること。 等 



また，｢体つくり運動｣以外の運動に関する領域においても，学習した結果としてより一層の体

力の向上を図ることができるようにする。 

 

（２）体育科改訂の趣旨                                 

①今回の改訂の最大のねらいは「授業改善を図ること」 

  体育の嫌いな児童生徒や苦手な児童生徒の減少に努めること，体育の好きだった児童生徒が授業 

で笑われたり，失敗したりしたときの負の経験を通して「運動が嫌い」と思わせないようにするこ 

とが重要である。 

  その手立てとして，「小学校学習指導要領解説 体育編」に全ての領域において，運動遊び・運 

動が苦手な児童への配慮の例や運動遊び・運動に意欲的でない児童への配慮の例が記載されている。 

②系統性を踏まえた指導内容の一層の充実 

  発達の段階のまとまりを考慮し,各領域で育成することを目指す具体的な内容の系統性を踏まえ 

た指導内容の一層の充実を図ること。 

     ・小学校から高等学校までの１２年間の見通しをもった指導内容 

     ・幼稚園並びに中学校との接続の重視  

（例）小：「走・跳の運動遊び」→「走・跳の運動」→「陸上運動」→中：「陸上競技」 

③運動やスポーツとの多様な関わり方の重視 

     体力や技能の程度，年齢や性別及び障害の有無等にかかわらず，運動やスポーツの多様な楽しみ 

方を共有することができるよう指導内容の充実を図ること。その際，共生の視点を重視して改善を 

図ること。 

④豊かなスポーツライフの実現 

     改訂の趣旨を考慮して授業改善していくと，児童生徒が「体育の授業が楽しい」・「もっと運動 

したい」と思うようになり，そのことが運動の習慣化につながり，生涯にわたって運動に親しむ人 

間，すなわち豊かなスポーツライフの実現につながることを念頭に入れて指導にあたること。 

 

（３）体育科において育成を目指す資質・能力                      

 

知識及び技能 

各種の運動が有する特性や魅力に応じた知識や技能 

・各種の運動の行い方に関する基礎的な知識 

・各種の運動を行うための基本的な技能 

思考力，判断力，表現力等 

自己の能力に適した課題をもち，活動を選んだり工夫したりする

思考力・判断力・表現力等 

・自己の能力に適した課題に気付く力 

・自己の課題を解決するための活動を選んだり，運動の行い方 

 を工夫したりする力 

・思考し判断したことを，言葉や動作等で他者に伝える力 

学びに向かう力，人間性等 

運動の楽しさや喜びを味わい，明るく楽しい生活を営むための 

態度  ※公正，協力，責任，参画，共生，健康・安全 

・進んで学習活動に取り組む 

・約束を守り，公正に行動する 

 ・友達と協力して活動する 

 ・自分の役割を果たそうとする 

 ・友達の考えや取組を認める 

 ・安全に気を配る 

 

 



（４）指導計画の作成と内容の取扱いの改善                       

①学習指導の改善・充実 

    ア カリキュラム・マネジメントの実現 

      今回の改訂では，子供たちの姿や地域の実情を踏まえて，各学校が設定する学校教育目標を実 

現するために，学習指導要領等に基づき教育課程を編成し，それを実施・評価し改善していく「カ 

リキュラム・マネジメント」の実現が求められている。体育科においても，同様に，「カリキュ 

ラム・マネジメント」の視点に基づいた学習指導の充実を図ることが大切である。 

○ ６年間の見通しをもった年間指導計画の作成 

教育課程の編成においては，各学校が主体的に行うことが大切である。その際，「小学校学 

習指導要領解説 体育編」Ｐ１６１の「指導計画の作成と内容の取扱い」を踏まえて，６年間 

の見通しをもった年間指導計画を作成することとなるが，運動領域と保健領域の指導内容の関 

連を踏まえること，体育・健康に関する指導につながる健康安全・体育的行事等との関連につ 

いて見通しをもつことなど，体育科を中心とした「カリキュラム・マネジメント」の視点から 

年間指導計画を立てることが大切である。 

○ 子供たちの実態に基づいた計画の作成・実施・評価・改善 

       年間指導計画で配当した単元ごとの指導計画を作成する際，「知識及び技能」，「思考力， 

判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」の具体的な指導内容を計画的に配当し， 

学習指導要領の趣旨を踏まえた指導を充実することが大切である。 

○ 地域の人的・物的資源等の活用 

  児童の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を推進するため，必要に応じて， 

地域の人的・物的資源等の活用を検討しておくことも大切である。特に，障害のある児童への 

支援や実生活へのつながりを充実する観点から，活用可能な人的・物的資源等との連携を図り， 

指導の充実につなげることが重要である。 

    イ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 

      今回の改訂では，子供たちが，学習した内容を人生や社会の在り方と結びつけて深く理解し， 

これからの時代に求められる資質・能力を身に付け，生涯にわたって能動的に学び続けることが 

できるようにするために，主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を推進することが 

求められており，体育科においても，同様に，主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改 

善を推進することが大切である。 

    ウ 低学年における他教科等や幼稚園教育との関連 

      低学年の児童の学習上の特性や傾向を考慮し，他教科等との関連を積極的に図ること及び幼稚

園教育との関連を図るとともに，特に小学校入学当初における教育課程編成上の工夫をすること。 

    エ 障害のある児童などについての指導方法の工夫 

      障害のある児童などについては，学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた指導内容や指導

方法の工夫を計画的，組織的に行うことが求められる。 

      また，障害の有無を超えたスポーツの楽しみ方の指導の充実として，合理的な配慮に基づき障

害の有無にかかわらずスポーツをともに楽しむ工夫をする経験は，スポーツを通した共生社会の

実現につながる学習機会である。「思考力，判断力，表現力等」や「学びに向かう力，人間性等」

の内容との関連を図りながら，仲間の状況に応じてルールや場を工夫するなど，様々な楽しみ方

や関わり方があることを学ぶ機会とすることなども考えられる。 

 

②内容の取扱いにおける配慮事項 

 ア 個々の児童の運動経験や技能の程度などに応じた指導等の工夫 

   各領域の内容を指導する際，学校や地域の実態を考慮するとともに，個々の児童の運動経験や 

技能の程度などに応じた指導に留意すること及び，児童自らが運動の課題の解決を目指す活動を 

行えるよう指導方法を工夫すること。 



    イ 言語活動の更なる充実 

      各領域の内容を指導する際，コミュニケーション能力や論理的な思考力の育成を促すための言 

語活動を積極的に行うこと。 

    ウ 情報手段の積極的な活用  

      各領域の内容を指導する際，コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を積極的に 

活用すること。 

    エ 体験活動を伴う学習の充実 

      運動を通じて「する，みる，支える，知る」のスポーツとの多様な関わり方について，具体的 

な体験を伴う学習を取り入れたり，保健の実習を取り入れたりするなどの工夫をすること。 

    オ オリンピック・パラリンピックに関する指導の充実 

      オリンピック・パラリンピックに関する指導として，各種運動領域の内容との関連を図り，運 

動を通してスポーツの意義や価値等に触れること。 

 

（５）主体的・対話的で深い学びについて                        
①主体的・対話的で深い学びの実現 

     体育科・保健体育科における資質・能力を育成するための学びの過程は，運動についての課題や

児童生徒の実態等により様々であるが，「主体的な学び」，「対話的な学び」，「深い学び」の三つ

の学習・指導の改善・充実の視点に基づき，以下のとおり整理することができる。 

    ア 主体的な学び 

運動の楽しさや健康の意義等を発見し，運動や健康についての興味や関心を高め，課題の解決 

に向けて粘り強く自ら取り組み，それを考察するとともに学習を振り返り，課題を修正したり新

たな課題を設定したりする学びの過程と捉えられる。各種の運動の特性や魅力に触れたり，自他

の健康の保持増進や回復を目指したりするための主体的な学習を重視するものである。  

    イ 対話的な学び 

運動や健康についての課題の解決に向けて，児童が他者（書物等を含む）との対話を通して，

自己の思考を広げ深めていく学びの過程と捉えられる。自己の運動や健康についての課題の解決

を通して，協働的な学習を重視するものである。 

    ウ 深い学び 

自己の運動や健康についての課題を発見し，解決に向けて試行錯誤を重ねながら，思考を深め， 

よりよく解決する学びの過程と捉えられる。児童の発達の段階に応じて，これらの深い学びの過

程を繰り返すことにより，体育科の「見方・考え方」を育てることを重視するものである。 

※ これら三つの学びの過程をそれぞれ独立して取り上げるのではなく，相互に関連を図り，体 

 育科で求められる学びを一層充実することが重要である。また，これら三つの学びの過程は，

順序性や階層性を示すものではないことに留意することが大切である。 

※ １回１回の授業で全ての学びが実現されるものではなく，単元や題材など内容や時間のまと 

 まりの中で，学習を見通し振り返る場面をどこに設定するか，グループなどで対話する場面を 

どこに設定するか，児童が考える場面と教師が教える場面をどのように組み立てるかを考え， 

実現を図っていくものである。 

体育の見方・考え方とは？ 

     生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現する観点を踏まえ，「運動やスポーツを，その価値や 

特性に着目して，楽しさや喜びとともに体力の向上に果たす役割の視点から捉え，自己の適性等に 

応じた「する・みる・支える・知る」の多様な関わり方と関連付けること」であると考えられる。  

 小学校においては，運動やスポーツは特性に応じた楽しさや喜びがあることと体力の向上に繋が

っていることに着目するとともに，「すること」だけでなく「みること」，「支えること」，「知る

こと」など，自己の適性に応じて，運動やスポーツとの多様な関わり方について考えることを意図

している。 



②主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の推進 

     主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の推進については，指導方法を工夫して必要 

な知識及び技能の習得を図りながら，子供たちの思考を深めるために発言を促したり，気付いてい 

ない視点を提示したりするなど，学びに必要な指導の在り方を追究し，必要な学習環境を積極的に 

設定していくことが大切である。 

 

   ③「主体的・対話的で深い学び」の児童の具体的な姿 

主体的に学んでいる児童の姿 

の例 

○運動の特性を味わっている。 

○めあてを選んだり自分で考えたりして運動に取り組んでいる。 

○「あと１回」「もう１回」という声があがる。 

○学習を振り返り，新しいめあてを選んだり考えたりして運動に 

取り組もうとしている。 

○「できる」の前に「できそうな気がする」という認知状態にな 

っている。 

対話的に学んでいる児童の姿

の例 

○息を合わせて運動している。 

○励まし合う，ほめ合う,教え合う。 

○共感を前提にしながら，自分の考えをより確かなものにするた 

めに，相手の考えを受け入れている。 

○友達の考えを引き出している。 

深く学んでいる児童の姿の例 

○自己の能力に応じた課題を選んでいる。 

○「よりよくしたい」と追究している。 

○自分で変容を感じられる「私は○○ができるようになった」 

○自分の変容を振り返って言語化できる。 

○「時間が経つのが早い」と感じている。 

○できるようになるためのポイントを言語化できる。 

 

＊参考文献 

          ・小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 体育編  

          ・中央教育審議会答申（平成２８年１２月）  

          ・平成２９年改訂 小学校教育課程実践講座 岡出美則 編著  

（出版：ぎょうせい） 



≪中学校≫ 

（１）平成２０年改訂学習指導要領の成果と課題を踏まえた保健体育科の目標の在り方    

 

①平成２０年改訂学習指導要領の成果と課題について 

     

 

 

②課題を踏まえた保健体育科の改訂の基本的な考え方 

 ア これまでの課題を踏まえ，心と体を一体としてとらえ，生涯にわたって健康を保持増進し，豊 

かなスポーツライフを実現する資質・能力を育成することを重視する観点から，運動や健康に関 

する課題を発見し，その解決を図る主体的・協働的な学習活動を通して，｢知識・技能｣，｢思考力・ 

判断力・表現力等｣，｢学びに向かう力・人間性等｣を育成することを目標として示している。  

 イ 学習過程については，これまでも心と体を一体としてとらえ，自己の運動や健康についての課 

題の解決に向け，積極的・自主的・主体的に学習することや，仲間と対話し協力して課題を解決 

する学習等を重視してきた。これらを引き続き重視するとともに，体育科，保健体育科で育成を 

目指す｢知識・技能」，｢思考力・判断力・表現力等｣，｢学びに向かう力・人間性等｣の三つの資質・

能力を確実に身に付けるために，その関係性を重視した学習過程を工夫する必要がある。 

 ウ 指導内容については，｢知識・技能｣，｢思考力・判断力・表現力等｣，「学びに向かう力・人間 

性等｣の育成を目指す資質・能力の三つの柱に沿って示すとともに，児童生徒の発達の段階を踏ま 

えて，学習したことを実生活や実社会に生かし，豊かなスポーツライフを継続することができる

よう，小学校，中学校，高等学校を通じて系統性のある指導ができるように示す必要がある。 

 

③改善の具体的事項 

ア  体育分野については，生涯にわたって運動やスポーツに親しみ，スポーツとの多様な関わり方

を場面に応じて選択し，実践することができるよう，『知識・技能』，『思考力・判断力・表現力

等』，『学びに向かう力・人間性等』の育成を重視する観点から内容等の改善を図る。また，保

健分野との一層の関連を図った内容等について改善を図る。 

・ 各領域で身に付けたい具体的な内容を，資質・能力の三つの柱に沿って明確に示す。特に，

『思考力・判断力・表現力等』及び『学びに向かう力・人間性等』の内容の明確化を図る。ま

た，体力や技能の程度，年齢や性別及び障害の有無等にかかわらず，運動やスポーツの多様な

楽しみ方を共有することができるよう配慮する。 

・ 体を動かす楽しさや心地よさを味わうとともに，健康や体力の状況に応じて体力を高める必

要性を認識し，運動やスポーツの習慣化につなげる観点から，体つくり運動の内容等について

改善を図る。 

ア 成果 

○運動やスポーツが好きな児童生徒の割合が高まったこと。 

○体力の低下傾向に歯止めが掛かったこと。  

○「する・みる・支える」のスポーツとの多様な関わりの必要性や公正，責任，健康・安全等，

態度の内容が身に付いていること。 

 ○健康の大切さへの認識や健康・安全に関する基礎的な内容が身に付いていること等 

イ 課題 

 ○習得した知識や技能を活用して課題解決すること。 

○学習したことをわかりやすく伝えること。 

 ○運動する子供とそうでない子供の二極化傾向が見られること。 

○体力の低下傾向には歯止めが掛かっているものの，体力水準が高かった昭和６０年頃と比較す

ると，依然として低い傾向が見られること。等 



・ スポーツの意義や価値等の理解につながるよう，内容等について改善を図る。特に，東京オ

リンピック・パラリンピック競技大会がもたらす成果を次世代に引き継いでいく観点から，知

識に関する領域において，オリンピック・パラリンピックの意義や価値等の内容等について改

善を図る。 

・ グローバル化する社会の中で，我が国固有の伝統と文化への理解を深める観点から，日本固

有の武道の考え方に触れることができるよう，内容等について一層の改善を図る。 

イ 体力の向上については，心身ともに成長の著しい時期であることを踏まえ，「体つくり運動」

の学習を通して，体を動かす楽しさや心地よさを味わわせるとともに，健康や体力の状況に応じ

て体力を高める必要性を認識させ，「体つくり運動」以外の運動に関する領域においても，学習

した結果としてより一層の体力の向上を図ることができるようにする。 

さらに，学習した成果を実生活や実社会に生かすこと及び運動やスポーツの習慣化を促す観点

から，体育理論や保健との関連，教科外活動や学校生活全体を見通した教育課程の工夫を図るよ

うにする。 

ウ 体育分野の知識については，言葉や文章など明確な形で表出することが可能な形式知だけでな

く，勘や直感，経験に基づく知恵などの暗黙知を含む概念であり，意欲，思考力，運動の技能な

どの源となるものである。また，体の動かし方や用具の操作方法などの具体的な知識を理解する

ことにとどまらず，運動の実践及び生涯スポーツにつながる概念や法則などの汎用的な知識等の

定着を図ることが重要である。その際，動きの獲得を通して一層知識の大切さを実感できるよう

にすることが必要である。 

さらに，「する・みる・支える・知る」といった生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現し

ていく資質・能力の育成に向けて，運動やスポーツの価値や文化的意義等を学ぶ体育理論の学習

の充実はもとより，学習する領域が有する特性や魅力を理解すること，運動実践につながる態度

の形成に関する知識を理解すること，保健で学習する健康・安全の概念と体育の分野で学習する

健康・安全の留意点との関連を図ることなど，知識を基盤とした学習の充実が必要である。 

 

（２）保健体育科において育成を目指す資質・能力                    

知識及び技能 

運動の特性に応じた行い方や運動の一般原則などの知識 

 ・技術の名称や行い方の知識 

 ・運動の特性や成り立ちの知識 

 ・体力の要素や高め方の知識 

 ・運動観察の方法の知識 

 ・伝統的な考え方の知識 など 

スポーツに関する科学的知識や文化的意義等の基礎的な知識 

各種の運動が有する特性や魅力に応じた基本的な技能 

 ・知識を踏まえて，基本的な運動の技能として発揮したり，身体表

現したりする。 

思考力，判断力，表現力等 

自己の課題に応じた運動の取組方を工夫できる思考力・判断力・表現力  

 ・自己の課題に応じた運動の行い方の改善すべきポイントを見付

ける力 

 ・運動実践の場面で，自己の課題に応じて，適切な練習方法を選ぶ

力 

 ・運動実践の場面で，健康や安全を確保するために，体調に応じて

適切な活動を選ぶ力 

 ・状況に応じた自己や仲間の役割を見付ける力 

・作戦などの話し合いの場面で，合意を形成するための適切な関わ

り方を見付ける力 



 ・運動を継続して楽しむための，スポーツとの多様な関わり方を見

付ける力 

 ・思考・判断したことを，根拠を示しながら相手に伝えたり表現し

たりする力 など 

学びに向かう力，人間性等 

生涯にわたって運動に親しみ，明るく豊かな生活を営む態度 

 ・運動の楽しさや喜びを味わい，自主的に学習活動に取り組む態度 

 ・運動における競争や協同の場面を通して，多様性を認識し，公正

に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画するな

どの意欲を持つ 

 ・相手を尊重し伝統的な行動の仕方を大切にしようとする 

 ・運動実践の場面で，健康・安全を確保する 

 ・スポーツとの多様な関わり方を場面に応じて選択し，実践するこ

とができる態度 など 

    

（３）指導計画の作成と内容の取扱いの改善                       

 

①指導計画の作成における配慮事項 

ア  主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 

保健体育科の指導計画の作成に当たり，生徒の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業

改善を推進することとし，保健体育科の特質に応じて，効果的な学習が展開できるように配慮す

べき内容を新たに示した。 

イ  年間授業時数 

・ 各学年の年間標準授業時数は，従前どおり 105時間とする。 

・ 体育分野及び保健分野に配当する年間の授業時数は，従前どおり，３学年間を通して，体育

分野は 267単位時間程度，保健分野は 48単位時間程度とする。 

・ 体育分野の内容の「体つくり運動」の授業時数については，従前どおり，各学年で７単位時

間以上を，「体育理論」の授業時数については，各学年で３単位時間以上を配当する。 

・ 体育分野の内容の「器械運動」から「ダンス」までの領域の授業時数は，従前どおり，その

内容の習熟を図ることができるよう考慮して配当する。 

ウ  障害のある生徒への指導 

障害のある生徒などについては，学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた指導内容や指導

方法の工夫を計画的，組織的に行うことが大切であることを示した。 

なお，学習活動を行う場合に生じる困難さが異なることに留意し，個々の生徒の困難さに応じ

た指導方法等の工夫例を新たに示した。 

    エ  道徳科などとの関連 

保健体育科の指導において，従前どおり，その特質に応じて，道徳について適切に指導する必

要があることを示した。 

 

②内容の取扱いにおける配慮事項 

ア  体力や技能の程度，性別や障害の有無等を超えて運動やスポーツを楽しむための指導の充実 

生涯にわたって豊かなスポーツライフを実現する資質・能力の育成に向けて，体力や技能の程

度，性別や障害の有無等にかかわらず，運動やスポーツの多様な楽しみ方を共有すること。 

イ  言語活動の充実 

保健体育科の指導において，その特質に応じて，言語活動について適切に指導すること 

ウ  情報活用能力の育成 

保健体育科において，各分野の特質を踏まえ情報モラル等にも配慮した上で，必要に応じてコ

ンピュータや情報通信ネットワークなどを適切に活用し，学習の効果を高めるよう配慮すること。 



 

エ  体験活動の充実 

保健体育科において，その特質に応じた体験活動を重視し，地域・家庭と連携しつつ体系的・

継続的に実施できるよう工夫すること。 

オ  個に応じた指導の充実 

生徒一人一人が学習内容を確実に身に付けることができるよう，学習内容の習熟の程度に応じ

た指導，個別指導との連携を踏まえた教師間の協力的な指導などの指導方法や指導体制の工夫改

善を通して，個に応じた指導の充実が図られるよう留意すること。 

カ  学校における体育・健康に関する指導との関連 

指導計画の作成に当たっては，従前どおり，第１章総則第１の２の（3）に示す 「学校におけ

る体育・健康に関する指導」の趣旨を生かし，関連の教科や道徳科，特別活動のほか，総合的な

学習の時間，運動部の活動などとの関連を図り，日常生活における体育・健康に関する活動が適

切かつ継続的に実践できるように留意すること。 

キ  体育分野と保健分野の関連を図った指導の充実 

保健体育科においては，生涯にわたって健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを実現する

資質・能力の育成を重視する観点から，健康な生活と運動やスポーツとの関わりを深く理解した

り，心と体が密接につながっていることを実感したりできるようにすること。 

 

③カリキュラム・マネジメントの充実 

各学校においては，子供たちの姿や地域の実情を踏まえて，各学校が設定する学校教育目標を実 

現するために，学習指導要領等に基づき教育課程を編成し，それを実施・評価し改善していく「カ

リキュラム・マネジメント」の充実が求められている。 

保健体育科においても，同様に「カリキュラム・マネジメント」の考え方に基づいた学習指導を 

充実させることが大切である。 

ア ３年間の見通しをもった年間指導計画の作成 

教育課程においては，各学校が主体的に編成することが大切である。その際，「指導計画の作

成と内容の取扱い」を踏まえて，３年間の見通しをもった年間指導計画を作成することとなるが，

作成に当たっては，体育分野及び保健分野の指導内容の関連を踏まえること，体育・健康に関す

る指導につながる健康安全，体育的行事等との関連について見通しをもつなど，保健体育科を中

心とした「カリキュラム・マネジメント」の視点から計画を立てることが大切である。 

イ 生徒の現状に基づいた計画の作成・実施・評価・改善 

年間指導計画で配当した単元ごとの指導計画を作成する際，資質・能力の三つの柱の具体的な

指導内容を計画的に配当し，学習指導要領の趣旨を踏まえた指導を充実することが大切である。

体育分野においては，中学校第１学年及び第２学年においては全ての領域を学ぶこととなるため，  

２年間の見通しをもって，効率的で効果的な指導と評価の計画を作成することが必要である。 第

３学年においては， 生涯にわたる豊かなスポーツライフの基礎を培う観点から，複数教員配置校

においては，生徒が選択して学習ができるよう配慮することや，単数教員配置校においては，生

徒の希望ができる限り可能となる教育課程編成の工夫が求められる。保健分野においては，生涯

にわたって心身の健康を保持増進する資質・能力を育成する観点から，授業時数は，３学年間を

通じて適切に配当するとともに，体育分野との関連はもちろん，健康に関する指導に関わる教科

等や個別指導との連携を図るなどの教育課程編成の工夫が求められる。 

その際，生徒の実情，教員数，施設の要件等を踏まえた無理のない計画に基づく実施とその評

価及び計画の改善を一体のものとして推進することが，教科における「カリキュラム・マネジメ

ント」として大切である。 

 

 



ウ 地域の人的・物的資源等の活用 

生徒の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の推進に向けて，必要に応じて，地

域の人的・物的資源等の活用を検討することも大切である。特に，障害のある生徒等への支援や

実生活へのつながりを充実する観点から，活用可能な地域等の人的・物的資源等との連携を図り，

指導の充実につなげることが学校と社会をつなぐ「カリキュラム・マネジメント」として大切で

ある。 

 

（４）主体的・対話的で深い学びについて                        
 

①主体的・対話的で深い学びの実現 

保健体育科における資質・能力を育成するための学びの過程は，運動についての課題や児童生徒

の実態等により様々であるが，「主体的な学び」，「対話的な学び」，「深い学び」の三つの学習・

指導の改善・充実の視点に基づき，以下のとおり整理することができる。 

    ア 主体的な学び 

運動の楽しさや健康の意義等を発見し，運動や健康についての興味や関心を高め，課題の解決 

に向けて粘り強く自ら取り組み，それを考察するとともに学習を振り返り，課題を修正したり新

たな課題を設定したりする学びの過程と捉えられる。各種の運動の特性や魅力に触れたり，自他

の健康の保持増進や回復を目指したりするための主体的な学習を重視するものである。  

    イ 対話的な学び 

運動や健康についての課題の解決に向けて，児童生徒が他者（書物等を含む）との対話を通し 

て，自己の思考を広げ深めていく学びの過程と捉えられる。自他の運動や健康についての課題の 

解決を通して，協働的な学習を重視するものである。 

    ウ 深い学び 

自他の運動や健康についての課題を発見し，解決に向けて試行錯誤を重ねながら，思考を深め， 

よりよく解決する学びの過程と捉えられる。児童生徒の発達の段階に応じて，これらの深い学び 

の過程を繰り返すことにより，保健体育科の「見方・考え方」を育てることを重視するものであ

る。 

※ これら三つの学びの過程をそれぞれ独立して取り上げるのではなく，相互に関連を図り，体 

 育科で求められる学びを一層充実することが重要である。 

※ これら三つの学びの過程は，順序性や階層性を示すものではないことに留意することが大切 

 である。 

※ １回１回の授業で全ての学びが実現されるものではなく，単元や題材など内容や時間のまと 

 まりの中で，学習を見通し振り返る場面をどこに設定するか，グループなどで対話する場面を 

どこに設定するか，児童が考える場面と教師が教える場面をどのように組み立てるかを考え， 

実現を図っていくものである。 

体育の見方・考え方とは？ 

      生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現する観点を踏まえ，「運動やスポーツを，その価値 

や特性に着目して，楽しさや喜びとともに体力の向上に果たす役割の視点から捉え，自己の適性 

等に応じた「する・みる・支える・知る」の多様な関わり方と関連付けること」であると考えら

れる。  

 

②主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の推進 

     主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の推進については，指導方法を工夫して必要 

な知識及び技能の習得を図りながら，子供たちの思考を深めるために発言を促したり，気付いてい 

ない視点を提示したりするなど，学びに必要な指導の在り方を追究し，必要な学習環境を積極的に 

設定していくことが大切である。 

 



    

③「主体的・対話的で深い学び」の生徒の具体的な姿 

主体的に学んでいる生徒の姿 

の例 

○運動の特性を味わっている。 

○課題を選んだり自分で考えたりして運動に取り組んでいる。 

○「もっと速くなりたい」「もっと滑らかに演技したい」などの

声が上がる。 

○学習を振り返り，課題を修正したり新たな課題を設定したりし

ながら運動に取り組んでいる。 

○「こうやったらできるのではないだろうか」と予想を立て，運

動に取り組んでいる。 

対話的に学んでいる生徒の姿

の例 

○息を合わせて運動している。 

○励まし合う，ほめ合う，教え合う。 

○共感を前提にしながら，自分の考えをより確かなものにするた 

めに，相手の考えを受け入れている。 

○友達の考えを引き出している。 

○グループやペアで互いの課題を共有し，試行錯誤を繰り返して

いる。 

深く学んでいる生徒の姿の例 

○自己の能力に応じた課題を選んでいる。 

○「よりよくしたい」と追究している。 

○自分で変容を感じられる。「私は○○ができるようになった」 

○自分の変容を振り返って言語化できる。 

○「時間が経つのが早い」と感じている。 

○できるようになるためのポイントを言語化できる。 

○他の運動種目で身に付けた技能や行い方を活用している。 

 

＊参考文献 

          ・中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 体育編  

          ・中央教育審議会答申（平成２８年１２月）  

          ・平成２９年改訂 小学校教育課程実践講座 岡出美則 編著 

（出版：ぎょうせい） 



≪高等学校≫ 

（１）平成２１年改訂学習指導要領の成果と課題を踏まえた保健体育科の目標の在り方    

 

①平成２１年改訂学習指導要領の成果と課題について 

     

 

 

②課題を踏まえた保健体育科の改訂の基本的な考え方 

 ア これまでの課題を踏まえ，心と体を一体としてとらえ，生涯にわたって健康を保持増進し，豊 

かなスポーツライフを実現する資質・能力を育成することを重視する観点から，運動や健康に関 

する課題を発見し，その解決を図る主体的・協働的な学習活動を通して，｢知識・技能｣，｢思考力・ 

判断力・表現力等｣，｢学びに向かう力・人間性等｣を育成することを目標として示している。  

 イ 学習過程については，これまでも心と体を一体としてとらえ，自己の運動や健康についての課 

題の解決に向け，積極的・自主的・主体的に学習することや，仲間と対話し協力して課題を解決 

する学習等を重視してきた。これらを引き続き重視するとともに，体育科，保健体育科で育成を 

目指す｢知識・技能」，｢思考力・判断力・表現力等｣，｢学びに向かう力・人間性等｣の三つの資質・

能力を確実に身に付けるために，その関係性を重視した学習過程を工夫する必要がある。 

 ウ 指導内容については，｢知識・技能｣，｢思考力・判断力・表現力等｣，「学びに向かう力・人間 

性等｣の育成を目指す資質・能力の三つの柱に沿って示すとともに，児童生徒の発達の段階を踏ま 

えて，学習したことを実生活や実社会に生かし，豊かなスポーツライフを継続することができる

よう，小学校，中学校，高等学校を通じて系統性のある指導ができるように示す必要がある。 

 

③改善の具体的事項 

ア 体育については，生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続し，スポーツとの多様な関わり

方を状況に応じて選択し，卒業後も継続して実践することができるよう，『知識・技能』，『思

考力・判断力・表現力等』，『学びに向かう力・人間性等』の育成を重視する観点から内容等の

改善を図る。また，保健との一層の関連を図った内容等について改善を図る。 

・ 各領域で身に付けたい具体的な内容を，資質・能力の三つの柱に沿って明確に示す。特に，

『思考力・判断力・表現力等』及び『学びに向かう力・人間性等』の内容の明確化を図る。ま

た，体力や技能の程度，年齢や性別及び障害の有無等にかかわらず，運動やスポーツの多様な

楽しみ方を社会で実践することができるよう配慮する。 

・ 体を動かす楽しさや心地よさを味わうとともに，健康や体力の状況に応じて自ら体力を高め

る方法を身に付け，運動やスポーツの習慣化につなげる観点から，体つくり運動の内容等につ

いて改善を図る。 

ア 成果 

○運動やスポーツが好きな児童生徒の割合が高まったこと。 

○体力の低下傾向に歯止めが掛かったこと。  

○「する・みる・支える」のスポーツとの多様な関わりの必要性や公正，責任，健康・安全等，

態度の内容が身に付いていること。 

 ○健康の大切さへの認識や健康・安全に関する基礎的な内容が身に付いていること等 

イ 課題 

 ○習得した知識や技能を活用して課題解決すること。 

○学習したことをわかりやすく伝えること。 

 ○運動する子供とそうでない子供の二極化傾向が見られること。 

○体力の低下傾向には歯止めが掛かっているものの，体力水準が高かった昭和６０年頃と比較す

ると，依然として低い傾向が見られること。等 



・ スポーツの意義や価値等の理解につながるよう，内容等について改善を図る。特に，東京オ

リンピック・パラリンピック競技大会がもたらす成果を次世代に引き継いでいく観点から，知

識に関する領域において，オリンピック・パラリンピックの意義や価値及びドーピング等の内

容等について改善を図る。 

イ 体力の向上については，心身ともに成長の著しい時期であることを踏まえ，「体つくり運動」

の学習を通して，体を動かす楽しさや心地よさを味わわせるとともに，健康や体力の状況に応じ

て体力を高める必要性を認識させ，「体つくり運動」以外の運動に関する領域においても，学習

した結果としてより一層の体力の向上を図ることができるようにする。 

さらに，学習した成果を実生活や実社会に生かすこと及び運動やスポーツの習慣化を促す観点

から，体育理論や保健との関連，教科外活動や学校生活全体を見通した教育課程の工夫を図るよ

うにする。 

ウ 体育の知識については，言葉や文章など明確な形で表出することが可能な形式知だけでなく，

勘や直感，経験に基づく知恵などの暗黙知を含む概念であり，意欲，思考力，運動の技能などの

源となるものである。また，体の動かし方や用具の操作方法などの具体的な知識を理解すること

にとどまらず，運動の実践及び生涯スポーツにつながる概念や法則などの汎用的な知識等の定着

を図ることが重要である。その際，動きの獲得を通して一層知識の大切さを実感できるようにす

ることが必要である。 

さらに，「する・みる・支える・知る」といった生涯にわたる豊かなスポーツライフを継続し

ていく資質・能力の育成に向けて，運動やスポーツの価値や文化的意義等を学ぶ体育理論の学習

の充実はもとより，学習する領域が有する特性や魅力を理解すること，運動実践につながる態度

の形成に関する知識を理解すること，保健で学習する健康・安全の概念と体育で学習する健康・

安全の留意点との関連を図ることなど，知識を基盤とした学習の充実が必要である。 

 

（２）保健体育科において育成を目指す資質・能力                    

知識及び技能 

運動の特性に応じた行い方や運動の一般原則などの知識 

 ・技術の名称や行い方の知識 ・体力の高め方の知識 

 ・課題解決の方法の知識   ・伝統的な考え方の知識 

 ・競技会，発表会の仕方や審判の方法等の知識 など 

スポーツに関する科学的知識や文化的意義等の知識 

各種の運動が有する特性や魅力及び目的に応じた技能 

 ・知識を踏まえて，運動の技能として発揮したり，身体表現し

たりする 

思考力，判断力，表現力等 

自己や仲間の課題に応じた運動を継続するための取組方を工夫

できる思考力・判断力・表現力 

 ・自己や仲間の挑戦する運動課題を設定する力 

 ・技術的な課題や有効な練習方法について指摘する力 

 ・運動実践の場面で，自己や仲間の危険を予測し，回避するた

めの活動の仕方を選ぶ力 

 ・状況に応じた自己や仲間の役割を設定する力 

・作戦などの話し合いの場面で，合意を形成するための調整の

仕方を見付ける力 

 ・運動やスポーツを生涯にわたって楽しむための，スポーツと

の多様な関わり方を見付ける力 

 ・思考・判断したことを，根拠を示したり他者に配慮したりし

て相手に伝えたり表現したりする力 など 



学びに向かう力，人間性等 

生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続し，明るく豊かで活

力ある生活を営む態度 

 ・運動の楽しさや喜びを深く味わい，主体的に取り組む態度 

 ・運動の合理的，計画的な実践を通して，多様性を尊重し，公

正に取り組む，仲間と主体的にかかわり協力する，役割に責

任をもって取り組む，意思決定などに参画するなどの意欲を

もつ 

 ・相手を尊重し，伝統的な行動の仕方を大切にしようとする 

 ・運動実践の場面で，健康・安全を確保する 

 ・スポーツとの多様な関わり方を状況に応じて選択し，卒業後

も継続して実践することができる態度 など 

   

  

（３）指導計画の作成と内容の取扱いの改善                       

 

①指導計画作成上の配慮事項 

ア  主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 

保健体育科の指導計画の作成に当たり，生徒の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業

改善を推進することとし，保健体育科の特質に応じて，効果的な学習が展開できるように配慮す

べき内容を新たに示した。 

イ  学校における体育・健康に関する指導との関連 

  指導計画の作成に当たっては，第１章総則第１款２(３)に示す「健やかな体」の趣旨を生かし，

特別活動，運動部の活動などとの関連を図り，日常生活における体育・健康に関する活動が適切

かつ継続的に実践できるよう留意することとした。 

ウ 授業時数等の配当 

     ・体育は各年次継続して履修できるようにし，各年次の単位数はなるべく均分して配当するもの

とすることとした。 

 ・内容の「Ａ体つくり運動」に対する授業時数については，各年次で７～10単位時間程度を，内

容の「Ｈ体育理論」に対する授業時数については，各年次で６単位時間以上を配当することと

した。 

 ・体育の内容の「Ｂ器械運動」から「Ｇダンス」までの領域の授業時数は，その内容の習熟を図

ることができるよう考慮して配当することとした。 

エ 中学校との関連 

  学校や生徒の実態等に応じて義務教育段階の学習内容の確実な定着を図る観点から，中学校保

健体育科との関連に留意することを示した。 

オ 障害のある生徒などへの配慮 

学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた指導内容や指導方法の工夫を計画的，組織的に行

うことが大切であることを示した。 

なお，学習活動を行う場合に生じる困難さが異なることに留意し，個々の生徒の困難さに応じ

た指導方法等の工夫例を新たに示した。 

  

   ②内容の取扱いに当たっての配慮事項 

    ア 言語活動 

      保健体育科の指導において，その特性に応じて，言語活動について適切に指導する必要がある

ことを示した。 

    イ 情報機器の活用等に関する配慮事項 

      保健体育科において，各分野の特性を踏まえ，情報モラル等にも配慮した上で，必要に応じて，

コンピュータや情報通信ネットワークなどを適切に活用し，学習の効果を高めるよう配慮するこ

とを示した。 



 ウ 運動やスポーツの多様な楽しみ方 

      生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質・能力の育成に向けて，体力や技能の程

度，性別や障害の有無等にかかわらず，運動やスポーツの多様な楽しみ方を社会で実践できるよ

うにすることが重要であることを示した。 

    エ 体験活動 

      保健体育科において，その特質に応じた体験活動を重視し，地域・家庭と連携しつつ体系的・

継続的に実施できるよう工夫することを示した。 

    オ 体育と保健の関連 

      保健体育科においては，生涯にわたって健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続する

資質・能力の育成を重視する観点から，健康な生活と運動やスポーツとの関わりを深く理解した

り，心と体が密接につながっていることを実感したりできるようにすることの重要性を改めて示

すとともに，体育と保健の関連を図る工夫の例を示した。 

 

   ③カリキュラム・マネジメントの充実 

各学校においては，子供たちの姿や地域の実情を踏まえて，各学校が設定する学校教育目標を実 

現するために，学習指導要領等に基づき教育課程を編成し，それを実施・評価し改善していく「カ

リキュラム・マネジメント」の充実が求められている。 

保健体育科においても，同様に「カリキュラム・マネジメント」の考え方に基づいた学習指導を 

充実させることが大切である。 

ア ３年間の見通しをもった年間指導計画の作成 

教育課程においては，各学校が主体的に編成することが大切である。その際，「指導計画の作

成と内容の取扱い」を踏まえて，３年間の見通しをもった年間指導計画を作成することとなるが，

作成に当たっては，体育及び保健の指導内容の関連を踏まえること，体育・健康に関する指導に

つながる健康安全，体育的行事等との関連について見通しをもつなど，保健体育科を中心とした

「カリキュラム・マネジメント」の視点から計画を立てることが大切である。 

イ 生徒の現状に基づいた計画の作成・実施・評価・改善 

年間指導計画で配当した単元ごとの指導計画を作成する際，資質・能力の三つの柱の具体的な

指導内容を計画的に配当し，学習指導要領の趣旨を踏まえた指導を充実することが大切である。

その際，生徒の実情，教員数，施設の要件等を踏まえた無理のない計画に基づく実施とその評価

及び計画の改善を一体のものとして推進することが，教科における「カリキュラム・マネジメン

ト」として大切である。 

ウ 地域の人的・物的資源等の活用 

生徒の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の推進に向けて，必要に応じて，地

域の人的・物的資源等の活用を検討することも大切である。特に，障害のある生徒等への支援や

実生活へのつながりを充実する観点から，活用可能な地域等の人的・物的資源等との連携を図り，

指導の充実につなげることが学校と社会をつなぐ「カリキュラム・マネジメント」として大切で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）主体的・対話的で深い学びについて                        
 

①主体的・対話的で深い学びの実現 

保健体育科における資質・能力を育成するための学びの過程は，運動についての課題や児童生徒

の実態等により様々であるが，「主体的な学び」，「対話的な学び」，「深い学び」の三つの学習・

指導の改善・充実の視点に基づき，以下のとおり整理することができる。 

    ア 主体的な学び 

運動の楽しさや健康の意義等を発見し，運動や健康についての興味や関心を高め，課題の解決 

に向けて粘り強く自ら取り組み，それを考察するとともに学習を振り返り，課題を修正したり新

たな課題を設定したりする学びの過程と捉えられる。各種の運動の特性や魅力に触れたり，自他

の健康の保持増進や回復を目指したりするための主体的な学習を重視するものである。  

    イ 対話的な学び 

運動や健康についての課題の解決に向けて，児童生徒が他者（書物等を含む）との対話を通し 

て，自己の思考を広げ深めていく学びの過程と捉えられる。自他の運動や健康についての課題の 

解決を通して，協働的な学習を重視するものである。 

    ウ 深い学び 

自他の運動や健康についての課題を発見し，解決に向けて試行錯誤を重ねながら，思考を深め， 

よりよく解決する学びの過程と捉えられる。児童生徒の発達の段階に応じて，これらの深い学び 

の過程を繰り返すことにより，保健体育科の「見方・考え方」を育てることを重視するものであ

る。 

※ これら三つの学びの過程をそれぞれ独立して取り上げるのではなく，相互に関連を図り，体 

 育科で求められる学びを一層充実することが重要である。 

※ これら三つの学びの過程は，順序性や階層性を示すものではないことに留意することが大切 

 である。 

※ １回１回の授業で全ての学びが実現されるものではなく，単元や題材など内容や時間のまと 

 まりの中で，学習を見通し振り返る場面をどこに設定するか，グループなどで対話する場面を 

どこに設定するか，児童が考える場面と教師が教える場面をどのように組み立てるかを考え， 

実現を図っていくものである。 

体育の見方・考え方とは？ 

      生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現する観点を踏まえ，「運動やスポーツを，その価値 

や特性に着目して，楽しさや喜びとともに体力の向上に果たす役割の視点から捉え，自己の適性 

等に応じた「する・みる・支える・知る」の多様な関わり方と関連付けること」であると考えら

れる。  

 

②主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の推進 

     主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の推進については，指導方法を工夫して必要 

な知識及び技能の習得を図りながら，子供たちの思考を深めるために発言を促したり，気付いてい 

ない視点を提示したりするなど，学びに必要な指導の在り方を追究し，必要な学習環境を積極的に 

設定していくことが大切である。 

 

    

 

 

 

 

 

 



③「主体的・対話的で深い学び」の生徒の具体的な姿 

主体的に学んでいる生徒の姿 

の例 

○運動の特性を味わっている。 

○課題を選んだり，「なぜ」「どうして」と自分で課題を発見し

たりして運動に取り組んでいる。 

○「もっと速くなりたい」「もっと滑らかに演技したい」などの

声が上がる。 

○学習を振り返り，課題を修正したり新たな課題を設定したりし

ながら運動に取り組んでいる。 

○「こうやったらできるのではないだろうか」と予想を立て，運

動に取り組んでいる。 

○既習の知識や運動経験を活用し，課題解決に取り組んでいる。 

対話的に学んでいる生徒の姿

の例 

○息を合わせて運動している。 

○励まし合う，ほめ合う，教え合う。 

○共感を前提にしながら，自分の考えをより確かなものにするた 

めに，相手の考えを受け入れている。 

○友達の考えを引き出している。 

○グループやペアで互いの課題を共有し，試行錯誤を繰り返し，

よりよい解決方法を見つけている。 

深く学んでいる生徒の姿の例 

○自己の能力に応じた課題を選んでいる。 

○「よりよくしたい」と追究している。 

○自分で変容を感じられる。「私は○○ができるようになった」 

○自分の変容を振り返って言語化できる。 

○「時間が経つのが早い」と感じている。 

○できるようになるためのポイントを言語化できる。 

○他の運動種目で身に付けた技能や行い方を活用している。 

 

＊参考文献 

          ・高等学校学習指導要領（平成３０年告示）解説 保健体育編  

          ・中央教育審議会答申（平成２８年１２月）  

          ・平成２９年改訂 小学校教育課程実践講座 岡出美則 編著  

（出版：ぎょうせい） 



 

 ２ 体育科・保健体育科の目標                      
 

 学校教育法（第 30条 2項）の一部改正により，義務教育の目標が具体的に示されるとともに，小・中・高

等学校等においては，「生涯にわたり学習する基盤が培われるよう，基礎的な知識及び技能を習得させると

ともに，これらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力その他の能力を育み，主体

的に学習に取り組む態度を養うことに，特に意を用いなければならない」と定められた。これを一層明確化

するため，学習指導要領において，体育については「体育の見方・考え方」を働かせて，『知識及び技能』

『思考力，判断力，表現力等』『学びに向かう力，人間性等』の三つの資質・能力の育成を目指すとともに，

生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現することを目指すとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校学習指導要領 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校学習指導要領 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高等学校学習指導要領（入学年次，入学年次の次の年次） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的な解決に向けた学習過程を通して，心と体

を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資

質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)  各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活における健康・安全について理解するとともに，基本

的な技能を身に付けるようにする。 

(2)  運動や健康についての自他の課題を発見し，合理的な解決に向けて思考し判断するとともに，他者に

伝える力を養う。 

(3)  生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かな生活を営

む態度を養う。 

 

体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を見付け，その解決に向けた学習過程を通して，心と体を一

体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質・能

力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) その特性に応じた各種の運動の行い方及び身近な生活における健康・安全について理解するととも

に，基本的な動きや技能を身に付けるようにする。 

(2)  運動や健康についての自己の課題を見付け，その解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝え

る力を養う。 

(3)  運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，楽しく明るい生活を営む態度を養う。 

体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，

心と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを継続するため

の資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)  各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能 

を身に付けるようにする。 

(2)  運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断すると 

ともに，他者に伝える力を養う。 

(3)  生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで 

活力ある生活を営む態度を養う。 

 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し 

豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力 

学びに向かう力， 
人間性等 

思考力，判断力，表現力等 知識及び技能 



学校種

多くの領域の学習を経験する時期

１・２年生 ３・４年生 ５・６年生

（２）各種の運動遊びの行い方を工夫すると
ともに，考えたことを他者に伝える力を養う。

（２）自己の運動や身近な生活における健康
の課題を見付け，その解決のための方法や
活動を工夫するとともに，考えたことを他者
に伝える力を養う。

（２）自己やグループの運動の課題や身近な
健康に関わる課題を見付け，その解決のた
めの方法や活動を工夫するとともに，自己
や仲間の考えたことを他者に伝える力を養
う。

(３) 各種の運動遊びに進んで取り組み，き
まりを守り誰とでも仲よく運動をしたり，健
康・安全に留意したりし，意欲的に運動をす
る態度を養う。

（３）各種の運動に進んで取り組み，きまりを
守り誰とでも仲よく運動をしたり，友達の考
えを認めたり，場や用具の安全に留意したり
し，最後まで努力して運動をする態度を養
う。また，健康の大切さに気付き，自己の健
康の保持増進に進んで取り組む態度を養
う。

（３）各種の運動に積極的に取り組み，約束
を守り助け合って運動をしたり，仲間の考え
や取組を認めたり，場や用具の安全に留意
したりし，自己の最善を尽くして運動をする
態度を養う。また，健康・安全の大切さに気
付き，自己の健康の保持増進や回復に進ん
で取り組む態度を養う。

各種の運動の基礎を培う時期

＜解説＞
（１）は，「知識及び技能」に関する目
標であり，各種の運動の楽しさや喜びを
味わうことを通して，その行い方や心の
健康，けがの防止及び病気の予防につい
て理解するとともに，各種の運動の特性
に応じた基本的な技能及び健康で安全な
生活を営むための技能を身に付けること
及び体力を養うことを意図している。
（２）は，「思考力，判断力，表現力
等」に関する目標であり，自己やグルー
プの運動の課題や健康に関する自己の課
題を見付け，その解決方法を工夫すると
ともに，それについて自己や仲間の考え
たことを他者に伝える力を養うことを意
図している。
（３）は，「学びに向かう力，人間性
等」に関する目標であり，運動やスポー
ツの価値である，公正，協力，責任，参
画，共生，健康・安全等に関する態度及
び意欲的に運動をする態度を養うことを
意図している。

発達
の

段階

＜解説＞
（１）は，「知識及び技能」に関する目
標であり，各種の運動の楽しさや喜びに
触れることを通して，その行い方や健康
な生活及び体の発育・発達について理解
するとともに，それらの基本的な動きや
技能を身に付けること及び体力を養うこ
とを意図している。
（２）は，「思考力，判断力，表現力
等」に関する目標であり，自己の運動や
健康に関する課題を見付け，その解決方
法を工夫するとともに，それについて考
えたことを他者に伝える力を養うことを
意図している。
（３）は，「学びに向かう力，人間性
等」に関する目標であり，運動やスポー
ツの価値である，公正，協力，責任，参
画，共生，健康・安全等に関する態度及
び意欲的に運動をする態度を養うことを
意図している。

体育指導の目標及び解説（学習指導要領，小・中学校：平成２９年３月告示，高等学校：平成３０年３月告示）

小学校

教
科
目
標
及
び
解
説

＜解説＞
　この目標は，（１）～（３）の目標が相互に密接な関連をもちつつ，体育科の究極的な目標である，生涯にわたって心身
の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を育成することを目指すことを示している。

　その特性に応じた各種の運動の行い方及び身近な生活における健康・安全についての理解と，基本的な動きや技能を身に
付けるようにする「知識及び技能」，運動や健康についての自己の課題を見付け，その解決に向けて思考し判断するととも
に，他者に伝える力を養う「思考力，判断力，表現力等」，運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，
楽しく明るい生活を営む態度を養う「学びに向かう力，人間性等」の三つの目標が相互に密接な関連をもっていることを示
すとともに，体育科の重要なねらいであることを示したものである。

＜＜体育科＞＞

  体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を見付け，その解決に向けた学習過程を通して，心と体を一体として捉え，生涯にわたっ
て心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（１）その特性に応じた各種の運動の行い方及び身近な生活における健康・安全について理解するとともに，基本的な動きや技能を身
に付けるようにする。
（２）運動や健康についての自己の課題を見付け，その解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。
（３）運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，楽しく明るい生活を営む態度を養う。

運
動
領
域
・
体
育
分
野
・
科
目
体
育
目
標
及
び
解
説

＜＜運動領域＞＞
(1)各種の運動遊びの楽しさに触れ，その行
い方を知るとともに，基本的な動きを身に付
けるようにする。

＜＜運動領域＞＞
(1) 各種の運動の楽しさや喜びを味わい，そ
の行い方及び心の健康やけがの防止，病
気の予防について理解するとともに，各種
の運動の特性に応じた基本的な技能及び
健康で安全な生活を営むための技能を身に
付けるようにする。

＜解説＞
（１）は，「知識及び技能」に関する目
標であり，各種の運動遊びの楽しさに触
れることを通して，その行い方を知ると
ともに，それらの基本的な動きを身に付
けること及び体力を養うことを意図して
いる。
（２）は，「思考力，判断力，表現力
等」に関する目標であり，各種の運動遊
びを安全に楽しむための活動の仕方や
ルールなどを児童の力に応じて工夫する
とともに，考えたことを他者に伝える力
を養うことを意図している。
（３）は，「学びに向かう力，人間性
等」に関する目標であり，運動やスポー
ツの価値のうち，公正，協力，責任，参
画，健康・安全等に関する態度及び意欲
的に運動遊びをする態度を養うことを意
図している。

＜＜運動領域＞＞
(1)各種の運動の楽しさや喜びに触れ，その
行い方及び健康で安全な生活や体の発育・
発達について理解するとともに，基本的な動
きや技能を身に付けるようにする。



多くの領域の学習を経験する時期

１・２年生 ３年生
（　高校入学年次 ⇔　）

その次の年次，
それ以降の年次

〈解説〉
　この目標は，学校教育法において，① 「高等学校は，中学校における教育の
基礎の上に，心身の発達及び進路に応じて，高度な普通教育及び専門教育を施
すことを目的とする」(第50条)とされ，高等学校においては，義務教育で身に
付けた基礎・基本を発展させ，学問研究や技術の習得に結び付けていくことが
重視されていること。② 「生涯にわたり学習する基盤が培われるよう，基礎的
な知識及び技能を習得させるとともに，これらを活用して課題を解決するため
に必要な思考力，判断力，表現力その他の能力をはぐくみ，主体的に学習に取
り組む態度を養うことに，特に意を用いなければならない」(第30条第2項)と
規定されていること。③ 「健康，安全で幸福な生活のために必要な習慣を養う
とともに，運動を通じて体力を養い，心身の調和的発達を図ること」(第21条
第8号)と規定されていること。などを踏まえ，「知識及び技能」，「思考力，
判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」を育成することを目指す
ことを示している。また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなス
ポーツライフを継続することを目指すものである。この目標を達成するために
は，運動する子供とそうでない子供の二極化傾向が見られることや社会の変化
に伴う新たな健康課題に対応した教育が必要との指摘を踏まえ，引き続き，心
と体をより一体としてとらえ，体育と保健を一層関連させて指導することが重
要である。

(2) 運動についての自己の課題を発
見し，合理的な解決に向けて思考し
判断するとともに，自己や仲間の考え
たことを他者に伝える力を養う。

(2) 運動についての自己や仲間の課
題を発見し，合理的な解決に向けて
思考し判断するとともに，自己や仲間
の考えたことを他者に伝える力を養
う。

(3) 運動における競争や協働の経験
を通して， 公正に取り組む， 互いに
協力する， 自己の役割を果たす，一
人一人の違いを認めようとするなど
の意欲を育てるとともに， 健康・安全
に留意し， 自己の最善を尽くして運
動をする態度を養う。

(3) 運動における競争や協働の経験
を通して， 公正に取り組む， 互いに
協力する， 自己の責任を果たす，参
画する，一人一人の違いを大切にし
ようとするなどの意欲を育てるととも
に， 健康・安全を確保して，生涯にわ
たって運動に親しむ態度を養う。

高等学校

卒業後も運動やスポーツに多様な形で関わることができるようにする時期

入学年次
（　⇔　中学３年

生）

　＜＜保健体育科＞＞
　体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画
的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を一体として捉え，生涯
にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを継続する
ための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1)各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安
全について理解するとともに，技能を身に付けるようにする。
(2)運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画
的な解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。
(3)生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体
力の向上を目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

＜科目体育＞
　体育の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解
決に向けた学習過程を通して，心と体を一体として捉え，生涯にわたっ
て豊かなスポーツライフを継続するとともに，自己の状況に応じて体力
の向上を図るための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く
味わい，生涯にわたって運動を豊かに継続することができるようにす
るため，運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに，そ
れらの技能を身に付けるようにする。
(2) 生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し，合理
的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，自己や仲間の考
えたことを他者に伝える力を養う。
(3) 運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互い
に協力する，自己の責任を果たす，参画する，一人一人の違いを大切
にしようとするなどの意欲を育てるとともに，健康・安全を確保して，生
涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。

＜解説＞
　この目標は，義務教育を基礎とした高等学校段階における，
「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向
かう力，人間性等」の育成を目指す資質・能力を示したものであ
るが，生徒が運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽し
さや喜びを深く味わうとともに，生涯にわたって豊かなスポーツ
ライフを継続することを目指したものである。　この目標は，義
務教育を基礎とした高等学校段階において，生徒が運動の合理的
かつ計画的な実践を通して，これまで学習した知識を深め，技能
を高めることで，運動の楽しさや喜びを深く味わうことが体育の
重要なねらいであることを示した上で，現在及び将来の自己の状
況に応じて体力の向上及び健康の保持増進を図るとともに，社会
的態度や愛好的態度をもつことによって，卒業後に少なくとも一
つの運動が継続できるようにし，生涯にわたって豊かなスポーツ
ライフの実現を図ることを目指しているものである。

中学３年生の
学習内容の
定着

＜解説＞
(1)は，知識及び技能の目標を示し
たものである。
(２)は，思考力，判断力，表現力
等の目標を示したものである。
(３)は，学びに向かう力，人間性
等の育成に向けた運動についての
態度の具体的な目標を示したもの
である。

詳細は，中学校学習指導要領（平
成29年告示）解説のP.30,31,32
参照

＜解説＞
  この目標は，中学校３学年にお
ける「知識及び技能」，「思考
力，判断力，表現力等」，「学び
に向かう力，人間性等」の育成を
目指す資質・能力を示したもので
あるが，生徒が運動の合理的な実
践を通して，運動の楽しさや喜び
を味わうとともに，これまで学習
した知識や技能を身に付け，義務
教育の修了段階において，生涯に
わたって運動を豊かに実践するこ
とができるようにすることを目指
したものである。

＜解説＞
　この目標は，「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，
「学びに向かう力，人間性等」を育成することを目指すとともに，生
涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現す
ることを目指すものである。
　この目標を達成するためには，運動する子供とそうでない子供の二
極化傾向が見られることや社会の変化に伴う新たな健康課題に対応し
た教育が必要との指摘を踏まえ，引き続き，心と体をより一体として
捉え，健全な心身の発達を促すことが求められることから，体育と保
健を一層関連させて指導することが重要である。

中学校

＜＜保健体育科＞＞
  体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的な解決に向け
た学習過程を通して，心と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康
を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を次のとお
り育成することを目指す。
（１）各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活における健康・安全に
ついて理解するとともに，基本的な技能を身に付けるようにする。
（２）運動や健康についての自他の課題を発見し，合理的な解決に向けて思
考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。
（３）生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目
指し，明るく豊かな生活を営む態度を養う。

＜体育分野＞
(1) 運動の合理的な実践を通して，
運動の楽しさや喜びを味わい，運動
を豊かに実践することができるように
するため，運動，体力の必要性につ
いて理解するとともに，基本的な技能
を身に付けるようにする。

中学３年生の
学習内容の
定着

＜体育分野＞
(1) 運動の合理的な実践を通して，
運動の楽しさや喜びを味わい，生涯
にわたって運動を豊かに実践すること
ができるようにするため，運動，体力
の必要性について理解するとともに，
基本的な技能を身に付けるようにす
る。

中学３年生の
学習内容の
定着



平成２９年３月告示　学習指導要領（内容の取扱い）

学校種

履修時間数

「フォークダンス」 F【表現運動】

　ウ　跳び箱運動

Ｃ【陸上運動】

　ア　短距離走・リレー

　イ　小型ハードル走

　ウ　幅跳び

　エ　跳び箱を使った運動遊び

　ア　走の運動遊び

　イ　跳の運動遊び

Ｃ【走・跳の運動】Ｃ【走・跳の運動遊び】

　ウ　跳び箱運動

　イ　ハードル走

　ウ　走り幅跳び

　ア　表現

C【陸上運動】

Ｅ【ボール運動】

「背泳ぎ」「味方と相手が入り交じって得点を取り合うゲーム」

○A【体つくりの運動遊び】【体つくり運動】は，当該学年で必ず取り扱うこと（必修）。複数学年に渡る場合は，いずれかの学年で取り扱うこと。

  イ　鬼遊び

多くの領域の学習を経験する時期
発達の段

階

各種の運動の基礎を培う時期

学年の取扱い
１年 ３年

　イ　鉄棒運動

領　域

（内容）

イ
　体の動き
  を高める
　運動

　エ　高跳び

Ｄ【水泳運動】

　ウ　安全確保につながる運動

Ｂ【器械運動】

Ｆ【表現運動】

Ｅ【ゲーム】

　イ　リズム遊び
 　（「簡単なフォークダンス」を含むことができる）

　イ　リズムダンス 　イ　フォークダンス（日本の民踊を含む）

　ア　かけっこ・リレー

　イ　ネット型ゲーム

５年

　ア　クロール

Ａ【体つくりの運動遊び】（各学年で実施）

２年

　ア　マット運動

ア
　体ほぐし
　の運動

ア
　体ほぐし
　の運動遊び

１０２時間 １０５時間

イ
　多様な
　動きを
　つくる
　運動遊び

イ
　多様な
　動きを
　つくる
　運動

　イ　マットを使った運動遊び

１０５時間

　ア　固定施設を使った運動遊び

手軽な運動

体の柔らかさを高めるための運動

巧みな動きを高めるための運動

Ａ【体つくり運動】（各学年で実施）

    動きを持続する能力を
　　　　　　　　　　　高めるための運動

小  学  校

　ア　マット運動

  加えて指導
  可の内容

D【水泳運動】※学校や地域の実態に応じて

E【ボール運動】

「ハンドボール」「タグラグビー」「フラッグフットボール」 など

C【走・跳の運動】

＜小学校各学年の内容の取扱い＞

　エ　走り高跳び

Ｄ【水泳運動】

　イ　ネット型

６年

９０時間

ア
　体ほぐし
　の運動

９０時間

　イ　もぐる・浮く運動遊び 　イ　もぐる・浮く運動 　イ　平泳ぎ

４年

１０５時間

Ｂ【器械・器具を使っての運動遊び】

力強い動きを高めるための運動

　ウ　鉄棒を使った運動遊び

Ｄ【水遊び】

　ア　水の中を移動する運動遊び

　ア　ゴール型

　ウ　ベースボール型
　＊学校の実態に応じて取り扱わないことができる。

Ｆ【表現リズム遊び】

「リズムダンス」

「投の運動遊び」

　ウ　ベースボール型ゲーム

「投の運動」

C【走・跳の運動遊び】

「投の運動」

　ア　表現遊び

　ア　ゴール型ゲーム

　ア　表現

　ア　ボールゲーム

「自然の中での運動遊び」

E【ゲーム】（ゴール型ゲーム）

E【表現運動】

「陣地を取り合うゲーム」

「歌や運動を伴う伝承遊び」

　ア　浮いて進む運動

手軽な運動遊び

体のバランスをとる運動遊び

体を移動する運動遊び

用具を操作する運動遊び

力試しの運動遊び

手軽な運動

体のバランスをとる運動

体を移動する運動

用具を操作する運動

力試しの運動

基本的な動きを組み合わせる運動

　イ　鉄棒運動

５９７単位時間〔運動領域５７３単位時間，保健領域24時間程度（3年+4年：8単位時間程度，5年+6年：16単位時間程度）〕



平成２９年３月告示　学習指導要領（内容の取扱い）　　　　　　　　　　　　平成３０年３月告示　学習指導要領（内容の取扱い）

体の柔らかさ
を高めるため
の運動

巧みな動きを
高めるための
運動

力強い動きを
高めるための
運動

動きを持続す
る能力を高め
るための運動

必修

（すべての
生徒がアと
イを履修）

イ
実生活
に生か
す運動
の計画

手軽な運動 手軽な運動

H【体育理論】（必修）各学年3時間以上 H【体育理論】（必修）各学年6時間以上

加えて指導可の内容

１年 ２年 ３年 入学年次 その次の年次 それ以降の年次

ア
体ほぐし
の運動

必修

（すべて
の生徒
がアとイ
を履修）

ア
体ほぐし
の運動

必修

（すべて
の生徒
がアとイ
を履修）

イ
体の動き
を高める
運動

ねらいに応
じた運動の
組合せ・実
践

異なるねら
いの運動
の組合せ・
実践

ア
体ほぐし
の運動

　ア　短距離走・リレー，
　　　長距離走又はハードル走

　イ　走り幅跳び又は
　　　走り高跳び

　ア　短距離走・リレー
　　　長距離走又は
      ハードル走

　イ　走り幅跳び又は
　　　走り高跳び

中  学  校 高等学校

多くの領域の学習を経験する時期 卒業後も運動やスポーツに多様な形で関わることができるようにする時期

学年の取扱い 学年の取扱い

Ａ【体つくり運動】７時間以上 Ａ【体つくり運動】７～10時間

１０５時間 １０５時間 １０５時間

Ａ【体つくり運動】各学年７時間以上 Ａ【体つくり運動】各学年７～10時間

　エ　跳び箱運動 　エ　跳び箱運動 　エ　跳び箱運動 　エ　跳び箱運動

 ウ 砲丸投げ
　　やり投げ

 ウ 砲丸投げ
　　やり投げ

Ｃ【陸上競技】

　イ　鉄棒運動

Ｃ【陸上競技】 Ｃ【陸上競技】

　イ　鉄棒運動 　イ　鉄棒運動

　ウ　平均台運動

 イ 走り幅跳び
　　走り高跳び
　　三段跳び

 イ 走り幅跳び
　　走り高跳び
　　三段跳び

Ｃ【陸上競技】（必修）

イ
実生活
に生か
す運動
の計画

　ウ　平均台運動 　ウ　平均台運動 　ウ　平均台運動

自己のねらいに応じ
た継続的な運動の計
画・取組と実践

必修

（すべて
の生徒
がアとイ
を履修）

ア
体ほぐし
の運動

イ
実生活
に生か
す運動
の計画

自己のねらいに応じ
た継続的な運動の計
画・取組と実践

自己のねらいに応じ
た継続的な運動の計
画・取組

手軽な運動 手軽な運動

B～G領域
から二つ
以上選択

　ア　マット運動

アを含む
二つ選択

　ア　マット運動

ア～エ
から
選択

　ア　マット運動

ア～エ
から
選択

　ア　マット運動

ア～エ
から
選択

　イ　鉄棒運動

Ｂ【器械運動】（必修） Ｂ【器械運動】

BCDG
領域
から
一つ
以上

Ｂ【器械運動】

BCDG
領域
から
一つ
以上

Ｂ【器械運動】

ア及びイ
のそれぞ
れから
選択

ア及び
イのそ
れぞれ
から
選択

 ア 短距離走・ﾘﾚｰ
　　長距離走
    ハードル走

ア～ウ
から
選択

 ア 短距離走・ﾘﾚｰ
　　長距離走
    ハードル走

ア～ウ
から
選択

Ｄ【水泳】（必修） Ｄ【水泳】 Ｄ【水泳】 Ｄ【水泳】

　ア　クロール

ア又はイ
を含む
二つ選択

　ア　クロール

ア～オ
から
選択

　ア　クロール

ア～オ
から
選択

ア～オ
から
選択

　イ　平泳ぎ 　イ　平泳ぎ 　イ　平泳ぎ 　イ　平泳ぎ

　ウ　背泳ぎ 　ウ　背泳ぎ 　ウ　背泳ぎ 　ウ　背泳ぎ

 エ バタフライ  エ バタフライ  エ バタフライ  エ バタフライ

 オ 複数の泳法又はリレー  オ 複数の泳法又はリレー  オ 複数の泳法で長く又はリレー

　ア　クロール

Ｅ【球技】（必修） Ｅ【球技】

EF領域
から
一つ
以上

Ｅ【球技】

EF領域
から
一つ
以上

Ｅ【球技】

　ア　ゴール型
ア～ウ
必修

　ア　ゴール型 ア～ウ
から
二つ
選択 　ウ　ベースボール型 　ウ　ベースボール型

F【武道】（必修） F【武道】 F【武道】 F【武道】

　ア　ゴール型 ア～ウ
から
二つ
選択

　ア　ゴール型
ア～ウ
から
選択

 イ ネット型 　イ　ネット型 　イ　ネット型 　イ　ネット型

　ウ　ベースボール型 　ウ　ベースボール型

 ア 柔道
ア,イから
のいずれ
か選択

 イ 剣道  イ 剣道  イ 剣道  イ 剣道

 ウ 相撲  ウ 相撲

 ア 柔道
ア～ウから
一つ選択

 ア 柔道 ア～ウ
から
一つ
選択

 ア 柔道
ア,イから
のいずれ
か選択

 ウ 現代的なリズムのダンス 　ウ　現代的なリズムのダンス

G【ダンス】（必修） G【ダンス】 BCDG
領域
から
一つ
以上

G【ダンス】 BCDG
領域
から
一つ
以上

G【ダンス】

　ア　創作ダンス
ア～ウから
選択

　ア　創作ダンス
ア～ウ
から
選択

　ウ　現代的なリズムのダンス 　ウ　現代的なリズムのダンス

H【体育理論】（必修）3時間以上 H【体育理論】（必修）6時間以上

　ア　創作ダンス
ア～ウ
から
選択

　ア　創作ダンス

「その他のダンス」 「社交ダンス」「その他のダンス」

F【武道】 F【武道】

「空手道」「なぎなた」「弓道」「合気道」「少林寺拳法」「銃剣道」 「相撲」「空手道」「なぎなた」「弓道」「合気道」「少林寺拳法」「銃剣道」

G【ダンス】 G【ダンス】

(１)運動やスポーツの
多様性

(２)運動やスポーツ
の意義や効果と学び
方や安全な行い方

(１)文化としてのスポーツの意義
(１)スポーツの文化的特性や現代のスポーツ
の発展

(２)運動やスポーツの
効果的な学習の仕方

(３)豊かなスポーツラ
イフの設計の仕方

ア～ウ
から
選択

　イ　フォークダンス 　イ　フォークダンス 　イ　フォークダンス 　イ　フォークダンス

３１５単位時間〔体育分野２６７単位時間程度，保健分野４８単位時間程度〕



 ３ 各校種の課題と改善に向けて                                                     
≪小学校≫ 

（１）指導計画について 

① 年間計画の作成   

  教育課程の編成においては，各学校が主体的に行うことが大切である。その際，「小学校学習指導

要領解説 体育編」の「指導計画の作成と内容の取扱い」を踏まえて，６年間の見通しを持った年間

計画を作成することとなるが，運動領域と保健領域の指導内容の関連を踏まえること，体育・健康

に関する指導につながる健康安全・体育的行事等との関連について見通しを持つことなど，体育科

を中心とした「カリキュラム・マネジメント」の視点から年間指導計画を立てることが大切である。 

  実際に作成する際は，学校や地域の実態及び児童の心身の発達の段階や特性を十分に考慮し，小学

校６年間の見通しに立って，各学年の目標や内容，授業時数，単元配当等を的確に定め，年間を通し

て運動の実践が円滑に行われるなど調和のとれた指導計画を作成することが大切である。 

 

【年間計画作成に当たっての主な留意事項】  

○  学校全体の健康・体育についての計画や行事等との関連を十分図るようにする。 

○ 幼稚園並びに中学校との接続を踏まえ，小学校６年間の見通しを持つ。  

○ 単元など内容や時間のまとまりを見通して，その中で育む資質・能力の育成に向けて，児童の

主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにする。また学習活動を通して運動の楽しさや喜び

を味わったり健康の大切さを実感したりすることを重視する。 

○ 各領域の授業時数の配当に当たっては，一部の領域に偏ることなく全ての領域の指導がバラン

スよく行われるようにするとともに，領域別の授業時数の配当は，ある程度の幅を持って考える

ようにする。 

○ ２学年のまとまりを考えた年間計画（２学年のまとまり×３）とし，いつ，何を指導するのか

を明確にする。「体つくりの運動遊び」「体つくり運動」以外のすべての指導内容について，２

学年のいずれかの学年で取り上げ指導する。 

○ 一人一人の児童がゆとりをもって自己の能力に適した課題の解決等を目指した学習が行えるよ 

うに，運動の取り上げ方など内容の取り扱いを弾力的にする。また「各学年で必修」「いずれか

の学年で必修」「加えて指導が可能」「扱わないも可能」等の取り扱いにも十分に留意する。 

○ 集合，整とん，列の増減などの行動の仕方を身に付け，能率的で安全な集団としての行動がで 

きるようにするために「体つくり運動」をはじめとして，各学年の各領域において適切に行う。 

○ 道徳教育の全体計画との関連，指導の内容及び時期等に配慮し，両者が相互に効果を高め合う 

ようにする。 

 

   ② 単元計画の作成 

    体育科の指導を充実させるためには，年間計画の作成と併せ，単元計画の作成が必要である。 

    具体的には次に掲げる諸事項に沿って作成することが期待される。 

 

【単元計画作成に当たっての主な留意事項】 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「小学校学習指導要領解説 体育編」の「２ 内容」を参考に単元の目標を設定する。 

・「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」 

○ 単元の評価規準，指導の計画を作成する。 

・目標を達成するために，適切な指導時間数を配当する。 

・よくわかり，意欲が高められるための手立てを仕掛ける。 

・施設・用具の質と数を考慮する。 

・意欲を喚起し，真剣に学習に取り組むような方向で指導を展開する。 

○ 指導と評価の計画を作成する。 

・指導と評価の一体化を目指し，児童の学習改善・教師の指導改善につなげる。 



（２）指導方法について 

    学習指導に当たっては，学習指導要領「体育」の目標の趣旨を十分に理解して指導に当たることが    

大切である。教師は指導すべき内容を確実に把握し，明確なねらいをもつとともに，児童が学習のね   

らいをよく理解し，自分や自分たちで主体的に体育実践に取り組めるよう指導方法の工夫・改善を行 

い，運動の特性に触れさせ，その運動の楽しさを味わわせることにより運動好きの児童を育成してい 

くことが大切である。 

    特に，次の点についての工夫・改善が望まれる。 

①運動の楽しさの捉え方 

      運動に親しむ資質や能力を育成するためには，特に小学校期にあっては，動きや技の習得に指導の

重点を置くのではなく，運動の楽しさや喜びを十分に味わわせ運動好きにさせることが重要である。

そのためには，体を動かす楽しさだけではなく，工夫する・考える・できる・わかる・協力する等の

様々な楽しさの広がりを追求することが求められる。 

②意欲を喚起する指導 

      児童の学習意欲が高まり，自主的・自発的に運動実践に取り組むようにならなくては，大きな学習    

効果は期待できないことから，意欲を高める指導が重要である。具体的には，褒める・激励する・鼓 

舞する等の情緒的方法とねらいを明確にする，学習の進め方や動きの要点がわかる，進歩が客観的に

捉えられる等の論理的方法を発達段階に即して活用することが重要である。また，児童にとっては，

施設・用具の活用や学習カード，学習資料等の創意・工夫が意欲化に大きくつながるものである。          

③言語活動の充実   

体育の学習においても，コミュニケーション能力や論理的な思考力の育成を促すための言語活動を

積極的に行う必要がある。ただ，話し合い活動で形や時間の確保だけに終わることなく，運動量を確

保しつつ，思考・判断したことを他者に的確にわかりやすく伝えたり，互いの考えを伝え合い，自分

の考えや集団の考えを発展させたりして，互いの存在についての理解を深めることが大切である。 

④事故防止の徹底 

     児童の健康状態の把握は，運動を行う前の静的な健康観察だけでは十分に捉えられない。特に，活

動をすることによって潜在的なものが顕在化するので，運動を行っている最中・直後にも健康観察を

行うことが重要である。具体的な運動中の健康観察の視点としては，目の輝き，目の色，姿勢，顔の

色，発汗の様子，肌の色，衣服の様子等がある。 

    また，水泳運動系は生命にかかわることから，水泳場の確保が困難で水泳運動系を扱えない場合で

も水遊びや水泳運動などの心得については必ず指導することとなっているので留意が必要である。 

 

（３）体力の向上について   

    小学校期は，筋力，持久力等の体力要因が発達する時期に達していないので，運動ができるだけの 

体力水準があれば十分である。しかし，調整力，柔軟性等に係わる神経系の体力要因が発達する時期 

でもあるので，多くの種類の運動経験を積ませ，様々な基本的な動きを培うことが重要である。 

    また，児童の体力低下や運動習慣の二極化傾向などの現状を踏まえ，全ての児童が，楽しく，安心

して運動に取り組むことができるようにし，その結果として体力の向上につながる指導等の在り方に

ついて改善を図ることが大切である。その際，特に運動が苦手な児童や運動に意欲的でない児童への

指導等の在り方についても配慮する必要がある。 

    児童は一日の大半を学校で過ごすことから，体育科における運動実践だけでなく，業間休みや昼休

み等の時間に，児童が個人や集団で積極的に運動できる機会を確保することが大切である。そして，

体育学習と運動の日常化の関連を重視し，「学んだことを実生活に生かす」ことができるようにする

ために，保護者や地域と連携したり，意図的・計画的な手立てを講じたりして，時間・空間・仲間を

確保し，体力向上を図っていくことが重要である。 



≪中学校≫ 

（１）指導計画について 

  ① 年間計画の作成 

     教育課程においては，各学校が主体的に編成することが大切である。その際，学習指導要領の「第

３章 指導計画の作成と内容の取扱い」を踏まえて，３年間の見通しを持った年間指導計画を作成す

ることが重要である。 

     作成に当たっては，学校や地域の実態はもとより，「カリキュラム・マネジメント」の視点及び「主

体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の視点を踏まえ，小学校段階との接続及び高等学

校への見通しを重視し，生徒の能力・適正，興味・関心等に応じて，体育分野で育成を目指す資質・

能力を効果的に育成することができるよう留意する。 

 

【年間計画作成に当たっての主な留意事項】 

② 単元計画の作成 

単元計画は，教師が年間計画に基づいて各領域を効果的に指導するとともに，生徒が学習の課題や

目標をもち，意欲的に授業に臨むために重要なものである。 

作成に当たっては，生徒の実態に応じた授業のねらいを明確にして，一人一人の生徒が主体的に学

習に取り組めるよう，単元全体の見通しを持てるようにすることが大切である。   

そのためには，単元全体を見通すためのオリエンテーションを充実させることや，学習資料の工夫

が必要である。 

また，単元における評価規準を明確にし，各観点における指導と評価を「どの場面」で「どのよう

に」行うかなど，「指導と評価の計画」を綿密に立て，学習の結果だけに対して評価を行うのではな

く，学習の過程における質の高まりの評価を大切にして，その後の指導改善に生かせるようにするこ

とが大切である。 

    

（２）指導方法について 

    指導に当たっては，（１）「知識及び技能」が習得されること，（２）「思考力，判断力，表現力

等」を育成すること，（３）「学びに向かう力，人間性等」を涵養することが偏りなく実現されるよ

う，単元などの内容のまとまりを見通しながら，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業

改善を行うことが重要である。なお，「主体的・対話的で深い学び」は，必ずしも１単位時間の授業

の中で全てが実現されるものではないこと留意する。 

○ 生徒の「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を推進し，効果的な学習が展開できる

ようにする。 

○ ３年間の標準授業時数は，体育分野２６７単位時間程度，保健分野４８単位時間程度であり，各学年 

において適切に配当する。 

     体育分野は，領域における授業時数の割合は示されていないが，各学校は実態に応じて，各領域の習 

熟を図ることができるように適切に配当する。    

   保健分野は３学年間を通じて適切に配当し，各学年において効果的な学習が行われるよう，適切な時 

期にある程度まとまった時間を配当する。 

○ 体育分野と保健分野との密接な関連をもたせて指導するように配慮する。 

○  「Ａ体つくり運動」及び「Ｈ体育理論」は，全学年を通じて全ての生徒が履修する。また，学習指導 

要領には各学年の配当時間も示されているので，まとまりのある単元構成と時数の確保に努める。 

○ 第１学年及び第２学年においては，第２学年が終了するまでに全ての領域を履修できるようにする。

○ 第３学年においては，「Ｂ器械運動，Ｃ陸上競技，Ｄ水泳，Ｇダンス」のまとまりから１領域以上を，    

 「Ｅ球技，Ｆ武道」のまとまりから１領域以上をそれぞれ選択して履修できるようにする。 

○ 集団行動については，各領域において適切に行う。 

○ 体力や技能の程度，性別や障害の有無等にかかわらず，運動の多様な楽しみ方を共有することができ 

るよう留意する。また，体力や技能の程度及び性別の違い等にかかわらず，仲間とともに学ぶ体験は， 

「生涯にわたる豊かなスポーツライフ」の実現に向けた重要な学習の機会であることから，原則として 

男女共習で行うこと。 



【指導をする上での主な留意事項】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）体力の向上について 

    生徒の体力に関する主な課題として，①運動する子としない子の二極化②中学生女子の１週間の総運 

動時間６０分未満が約２０％（※体育の授業を除く）③体力の低下傾向が挙げられる。（特に握力・投

力） 

体力向上を目指すには，運動を日常化し，自発的に運動に取り組むようになるよう，全ての生徒が運

動やスポーツが楽しく好きになるような工夫が必要である。そのためには，体育の授業を通して，運動

に対する愛好的態度の育成と運動が苦手，嫌いな生徒への手立てが重要である。 

   また，健康の大切さとつなげることで，継続的な運動習慣の必要性を理解させるようし，自発的な運

動に取り組む資質・能力を育成する。 

○  生徒が主体的に学習に取り組むようにさせる。 

    学習の見通しを立てたり，学習したことを振り返ったりして自身の学びや変容を自覚できる場面を設

定する。 

 （例） 

・毎時間本時のねらい（または学習課題）を示して，ねらいを明確にし，本時の見通しを持たせる。 

  ・本時のねらいに沿って自己の学習活動を振り返り，評価し，まとめをして，意欲喚起につなげる。 

  ・本時のねらいへフィードバックするようにまとめる。レシーブに対する本時のねらいであるのに，

サーブについて振り返っている場合などは，「今日のねらいのレシーブについては、どうだったか

な？」等，発問によって修正する。 

 

○  対話的な学習の機会をつくる。 

  対話によって自分の考えなどを広げたり深めたりする場面を設定する。 

  めあての設定により，自分の課題や考えを持たせ，ペアやグループによる学び合いを通し，自己の思

考を広げたり，深めたりし，課題の解決を目指して，協働的に学習へ取り組ませる。 

 

○ 深い学びに向けた場面設定をする。 

  学びの深まりをつくり出すために，生徒が考える場面と教師が教える場面を意図的に組み立てる。 

  学びの深まりの鍵となる保健体育科の「見方・考え方」を，習得・活用・探求という学びの過程の中

で働かせることが重要である。 

 

   体育の見方・考え方 ・・・（下記  線が見方，  線が考え方） 

  運動やスポーツを，その価値や特性に着目して，楽しさや喜びとともに体力の向上を果たす役割 

の視点から捉え，自己の適性に応じた「する・みる・支える・知る」の多様な関わり方と関連付 

けること。 

 

 

○ 授業を通して，体育嫌いを作らず，体育・スポーツを好きにさせる。 

各運動領域の特性や魅力に応じた体を動かす楽しさや特性に触れる喜びを味わうことができるよう，

また，健康の大切さを実感できるように指導方法を工夫する。 

全国体力運動能力・運動習慣等の結果から，体力総合評価がＤまたはＥにおける「運動・スポーツを

楽しいと感じたことがない」生徒は，「授業での話合い」「助け合い，役割を果たす活動」を行っている

割合が少ない。同様に，授業で指導者が「目標設定」「振り返り」「練習や場の工夫」を行っている割合

が少ない。このことからも，運動が苦手な生徒でも，保健体育科の授業を工夫することで，その割合を

減少することができる。 

  運動が得意な生徒や技能の向上ばかりに目を向けるのではなく，運動が苦手な生徒や消極的な生徒に

手立てを加えたり，ルールを工夫したり，教具や場の工夫をしたりするなどし，達成感や運動有能感を

味わわせ，生涯にわたって豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を育成する。 

 

  



≪高等学校≫ 

 （１）指導計画について 

  ① 年間指導計画の作成 

 「体育」の目標を達成するために，意図的，計画的な学習指導を展開する必要がある。そのために

は，学校や地域の実態，中学校との関連，生徒の特性等を十分に考慮し，３年間の見通しを立てた上

で，領域や内容の決定，各内容に当てる授業時数，単元の構成及び配列等を的確に定めた年間指導計

画を作成することが大切である。    

    【年間計画作成に当たっての主な留意事項】 

○ 単元など内容や時間のまとまりを見通して，その中で育む資質・能力の育成に向けて，生徒の主

体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすること。 

○ 科目体育は，各年次継続して履修できるようにし，各年次の単位数はなるべく均分して配当する

ものとすること。標準単位数を７～８とする。 

○ 希望する生徒に対して全ての領域の選択機会が与えられるよう年間指導計画を工夫すること。 

○ 体力や技能の程度，性別や障害の有無等にかかわらず運動やスポーツを楽しむことができるよう

男女共習を原則とすること。 

○ 生徒が履修できる運動種目等の数については，特に制限を設けていないが，その領域配当する授

業時数との関連から指導内容の習熟を図ることのできる範囲にとどめるようにすること。 

○ 「体つくり運動」，「体育理論」は，各年次を通して全ての生徒に履修させること。 

  【年間指導計画チェック項目】 

［各年次共通］○「体つくり運動」は，各年次７～１０単位時間程度配当 

       ○「体育理論」は，各年次６単位時間以上配当 

［入学年次］ ○「器械運動」，「陸上競技」，「水泳」及び「ダンス」から１領域以上を選択 

       ○「球技」，「武道」から１領域以上を選択。なお，球技は，２つの型を実施 

［その次の年次及びそれ以降の年次］ 

       ○「器械運動」，「陸上競技」，「水泳」，「球技」，「武道」及び「ダンス」から 

２領域以上選択 

  ② 単元計画 

    単元計画は，年間指導計画に配列された個々の運動に関する領域や内容を，実際の授業としてどう

展開していくかを具体的に示すものである。教師が各領域を効果的に指導できるようにするとともに，

生徒に示すことにより，学習の課題や目標を持ち，意欲的に臨むために重要なものである。作成に当

たっては，生徒の実態に応じた「運動のねらいや学習課題を明確」にして，一人一人の生徒が主体的

に学習に取り組めるように，単元全体の見通しを持てるようにする。また，「単元における評価規準」

を明確にし，学習の結果だけに対して評価を行うのではなく，各観点における指導と評価を「どの場

面」で「どのように」行うかなど，「指導と評価の計画」を綿密に立て，「学習の過程における評価」

を大切にして，その後の指導に生かせるようにすることが大切である。 

  ③ 内容構成の改善及び内容の取扱いの改善 

 小学校から高等学校までの１２年間を見通した体系化の最終段階となることから，中学校までの学

習の成果を踏まえ，卒業後も運動やスポーツに多様な形で関わることができるようにすることが求め

られる。生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続し，スポーツとの多様な関わり方を状況に応じ

て選択するとともに，卒業後も継続して実践することができるよう，「知識及び技能」，「思考力，

判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」（資質・能力の三つの柱）の育成を重視すること

が必要である。 

 



（２）指導方法について 

生徒の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を推進することとし，保健体育科の特質

に応じて，効果的な学習を展開することが大切である。また，単元や題材など内容や時間のまとまり

を見通して，その中で育む資質・能力の育成に向けて，主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授

業改善を進めるため，次の事項に留意することが必要である。 

 

  ① 学習意欲を高める指導の工夫（「学習カード・ノート」の活用） 

 学習カード・ノートは，生徒の学習状況を把握することができるとともに，指導を補足し，技能上

達の過程や内面的な部分を評価するのに効果的である。 

  また，作成に際しては，単元目標に該当する項目を設定し，「単元計画」を学習カードの中に明示

するとともに，生徒の実態に応じて観点別に記号や簡単なチェックで記入する方法及び反省・課題・

目標の設定・課題解決のための工夫などの記述欄を作ることは，学習の見通しが明らかになることで

学習活動がより具体化され，生徒の主体的な行動を促す力となる。 

  ② 個に応じた指導の工夫 

 今身に付いている力を３つの観点（「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む

態度」）で観察や学習カード等から評価し，積極的に長所を伸長するための自己評価の充実を図ると

ともに，教師間の連携協力を密にするなどの指導体制の確立や，学校や生徒の実態に応じて個別指導

やグループ別指導や生徒の学習内容の習熟の程度等に応じた弾力的な講座の編成などの指導方法や指

導体制を工夫・改善を図ることが重要である。  

  ③ 学習指導過程の工夫 

    学習指導の在り方には，「習得型」，「活用型」，「探究型」があり，基礎的・基本的な技術や知識

の習得を目指す「習得型」の学習と，習得したそれらの技術や知識を活用する「活用型」の学習を相

互に関連付けた学習指導過程を構成していくことが求められている。体育においては，３つの型のバ

ランスを図りながら，基礎的・基本的な内容を身に付けた上で，生徒の興味・関心に応じた課題の選

択並びに解決の学習に取り組ませるような学習指導過程の工夫が求められる。 

（３）評価の改善について 

「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」の育成を目指

し，三つの柱に沿った資質・能力をバランスよく育成する必要がある。 

そのため，学習状況を分析的にとらえる「観点別学習状況の評価」と，これらを総括的にとらえる

評定の両方について実施するものとした。 

 

（ア）運動種目等の選択の際，生徒の希望に応じて複数の種目などを同時展開で実施する際には，安全管

理上の視点からも，事故の防止を徹底するとともに，災害や事故発生時に速やかな指示ができる範

囲で授業を展開する。 

（イ）小学校から高等学校までの１２年間を見通した発達の段階のまとまりを踏まえ選択の仕方について

示していることから，内容として示している領域については，生徒が自ら選択することができるよ

う配慮する。 

（ウ）選択制の授業においては，運動種目を継続して履修する生徒と初めて履修する生徒が共に学習する

ことが考えられることから，オリエンテーションの充実や自主的な学習を促す指導の充実させる。 

（エ）生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現するためには，主体的に学習に取り組めるよう，筋道を

立てて練習や作戦を考え，記録や映像などから結果を分析するなどのスポーツ科学を踏まえた省察

を通して論理的思考力の育成を図る。 

（オ）必要な知識の習得を図る，単元のはじめに課題解決の方法を確認する，練習中やゲーム後に話合い

をするなどの機会を設ける，学習ノートを活用するなどの工夫をするとともに，指導内容の精選を

図ることや，話合いのテーマや学習の段階的な課題を明確にすることなどによってねらいに即した

言語活動を行わせる。 



 

（４）体力の向上について 

    各種の運動を主体的に行うことで結果として体力が高まることや，各種の運動を行いやすくするた

めに必要な体力の高め方について，全ての生徒が履修する「体つくり運動」，「体育理論」の学習を

通じて，「自己に適した目標を設定する能力」，「運動を組み立てる能力」，「計画を作成する能力」

などの運動の学び方や自ら実践する力を身に付けさせる指導の充実を図ることが重要である。その際，

体力測定による学習成果の確認，新たな目標の設定という過程があり，「県体力・運動能力調査」の

結果を活用することは非常に有効である。 また，運動は仲間と関わることで主体的に実践できること

から，「体育・スポーツ的行事」などの実践的機会を積極的に企画し，生徒個々の活動及び創意工夫

する場面を充実させていくことも，生涯にわたって豊かなスポーツライフを実現していく上での体力

の向上に欠かせない視点である。    

 

（ア）「知識・技能」の評価について 

学習の過程を通した知識及び技能の習得状況について評価を行うとともに，それらを既有の知識及び

技能と関連付けたり活用したりする中で，他の学習や生活の場面でも活用できる程度に概念等を理解し

たり，技能を習得したりしているかについても評価するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）「思考・判断・表現」の評価について 

知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必要な思考力，判断力，表現力等を身に付けてい

るかを評価するものである。 

 

 

 

 

 

 

（ウ）「主体的に学習に取り組む態度」の評価について 

単に継続的な行動や積極的な発言を行うなど，性格や行動面の傾向を評価するということではなく，

各教科等の「主体的に学習に取り組む態度」に係る観点の趣旨に照らして，知識及び技能を習得したり，

思考力，判断力，表現力等を身に付けたりするために，自らの学習状況を把握し，学習の進め方につい

て試行錯誤するなど自らの学習を調整しながら，学ぼうとしているかどうかという意思的な側面を評価

することが重要である。 

 

＜具体例＞ 

ペーパーテストにおいて，事実的な知識の習得を問う問題と，知識の概念的な理解を問う問題との

バランスに配慮するなどの工夫改善を図るとともに，例えば，生徒が文章による説明をしたり，各教

科等の内容の特質に応じて，観察・実験したり，式やグラフで表現したりするなど，実際に知識や技

能を用いる場面を設けるなど 

＜具体例＞ 

具体的な評価の方法としては，ペーパーテストのみならず，論述やレポートの作成，発表，グルー

プでの話合い，作品の制作や表現方法等の多様な活動を取り入れたり，それらを集めたポートフォリ

オを活用したりするなど 

＜具体例＞ 

ノートやレポート等における記述，授業中の発言，教師による行動観察や生徒による自己評価や相

互評価等の状況を，教師が評価を行う際に考慮する材料の一つとして用いることなど 

①「主体的に学習に取り組む態度」として観点別学習状況の評価を通じて見取ることができる部分 

→知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り

強い取組を行おうとしている側面 

②観点別学習状況の評価や評定にはなじまず，こうした評価では示しきれないことから個人内評価

を通じて見取る部分 

→①の粘り強い取組を行う中で，自らの学習を調整しようとする側面 



 ４ 障害のある児童生徒への配慮                     

 

  障害のある児童生徒などについては，学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた指導内容や指導方法

の工夫を計画的，組織的に行うことが大切である。 

  学習活動を行う場合に生じる困難さが異なることに留意し，個々の児童生徒の困難さに応じた指導方法

等の工夫を行う必要がある。 

配慮の例が，新たに示されているので学習指導要領解説の内容を良く確認をしておく。 

 

 【小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 体育編       Ｐ１６５～Ｐ１６６】  

【中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 保健体育編     Ｐ２３３～Ｐ２３５】 

【高等学校学習指導要領（平成３０年告示）解説 保健体育編 体育編 Ｐ２２３～Ｐ２２４】 

  

（小学校の例示の一部） 

  ・複雑な動きをしたり，バランスを取ったりすることに困難がある場合には，極度の不器用さや動きを組

み立てることへの苦手さがあることが考えられることから，動きを細分化して指導したり，適切に補助

をしながら行ったりするなどの配慮をする。 

 

（中学校・高等学校の例示の一部） 

 ・身体の動きに制約があり，活動に制限がある場合には，生徒の実情に応じて仲間と積極的に活動できる

よう，用具やルールの変更を行ったり，それらの変更について仲間と話し合う活動を行ったり，必要に

応じて補助用具の活用を図ったりするなどの配慮をする。 

 

  ・勝ち負けや記録にこだわり過ぎて，感情をコントロールすることが難しい場合には，状況に応じて感情

がコントロールできるよう，事前に活動の見通しを立てたり，勝ったときや負けたとき等の感情の表し

方について確認したりするなどの配慮をする。 

 

○指導の留意点 

障害のある児童生徒については，身体の動きが制限される，学習内容の理解や，集団活動について苦手

な面がある等，様々な困難を抱えている場合が多いことから，当該児童生徒の実態に応じた配慮を行い，

個々に即したきめ細かな指導や支援を行う必要がある。 

   このため一人一人の実態や教育的ニーズを的確に把握し，学習目標を設定するとともに，運動の楽しさ

や喜びを味わわせたり，学習場面に応じた課題発見や解決を支援したりすることが重要である。また，家

庭や医療機関等との連携を密にしながら，健やかな体の基礎となる体力の向上を目指し，運動に対する意

欲や技能の向上，健康・安全に関する内容を計画的に設定し，適切に評価することが重要である。 


